
発注工事名：令和5年度[第35-D5914-01号]

  (-)修善寺天城湯ヶ島線道路改築工事（道路拡幅工）

三島地区

土屋建設株式会社

中村祐介(現場代理人)

00234581

1.工事概要

  本工事は、県道修善寺天城湯ヶ島線、伊豆市佐野地内の道路拡幅工事であった。

本線は、縦断勾配10％のアップダウンのある道路で歩道の整備がされてなく車道は幅員

が狭く車両のすれ違いが困難であり渋滞が発生するため、早期に道路拡幅と歩道整備を

施工する工事である。

工 事 名 令和5年度[第35-D5914-01号]

(-)修善寺天城湯ヶ島線道路改築工事（道路拡幅工）　「週休2日指定型」

発 注 者 静岡県沼津土木事務所　修善寺支所

工 事 箇 所 静岡県　伊豆市　佐野　地内

工 期 令和 5 年 8 月 4 日 ～ 令和 6年  3 月 15 日 

工 事 内 容 　施工延長　84ｍ、コンクリートブロック積　15ｍ2、

プレキャストＵ型側溝3型　16ｍ、管渠型側溝1型　31ｍ　

管渠型側溝2型　4ｍ、自由勾配側溝2型　24ｍ

『大幅な設計変更について』

地区名：

会社名：

主筆跡者：

CPDS番号：
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図 面 の 種 類

伊 豆 市 佐 野 地 内

事 務 所 名 静 岡 県 沼 津 土 木 事 務 所
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 S = 1 :  5 0 0
( S = 1 : 1 0 0 0 )

設 計 条 件

測 量 年 月 日 Ｈ   年   月   日 設 計 年 月 日 Ｈ   年   月   日

NO.
3

NO
.2+

10
.00

 EP
(NO.3+ 5.00

プレキャスト防護柵基礎1 - 5型  L = 1 6 . 6m
プレキャスト防護柵基礎2 - 2型  L =6 . 7 m

側溝蓋 ( B4 2 0 )  L = 4 .8 m

t = 5 c m  A =2 1 3 0 m 2 上層路盤 :粒調砕石 ( M 3 0)  t = 1 0 c m  A = 2 1 3 0 m 2 　下層路盤 :再生下層路盤材( R C -4 0)  t = 1 5 cm  A = 2 1 3 0 m 2

アスファルト舗装(車道舗装: 2工区 )　表層：密粒度ギャップ

t = 5 c m  A = 2 0 3 0 m 2

下
層

路
盤

上
層路

盤 :粒
調 砕石

( M 3 0 )  t = 2 5 c m

路
盤

材
(R

C
- 4

0
)
t
=
3
0
c
m

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
U
型

側
溝

1
型

(
P
U
3 -

B
3 0

0
-H

3
0
0
)
L
=
4
.
7
m

現
場

打
接

続
桝

5
型

 
N =

1
箇

所

コ
ン ク リ

ー ト
ブロ

ッ ク
積 4型

 2  

コ
ン ク

リ ー
ト ブ

ロ ッ
ク積

コ ン
ク リ

ー ト
ブ

ロ ッ
ク基 礎

4型

裏
込材

 V = 4 . 8 m 3

L = 8 . 7 m

A = 16 . 6 m 2

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

U 型
側

溝
1 型

( P U 3

- B 3 0 0 - H 3 00 )

L =8 . 1 m プ
レ
キ
ャ
ス
ト
U 型

側
溝
2 型

( P U 3 -

B 3 0
0 - H 3 0 0 )

L = 1 0 . 0 m

 転落 防止 柵1 型
( H 11 0 0) L =3 . 4m

: 再
生
下
層

A = 2 0 3 0 m 2

アスコン改質 I型 (1 3 )

現
場
打
集
水
桝
6
型

N
= 1箇

所

現
場

打
集

水
桝

7型

N
= 1

箇
所

現
場

打
集

水
桝

8
型

N
=
1
箇

所

現
場

打
集

水
桝

9
型

N
=
1
箇

所

3 号取付道路  N = 1式 ( L = 2 4 . 0m )

プレキャスト接続桝2型

N = 1 箇
所

プレキャスト接続桝7型N = 1箇所

コ
ン ク

リ ー
トブ

ロ ッ
ク積

5型

コン
ク リ

ー ト
ブ ロ

ック
基 礎

4 型 L = 2 1 . 0 m

コ
ンク

リ ー
ト ブ

ロ ッ
ク 積

 A = 3 2 . 8 m 2 裏
込 材

 V = 8 . 7 m 3

コ ン
ク リ

ート
ブ

ロッ
ク 基

礎 1 - 1型
 L = 2 9 . 7 m

裏
込 材

 V = 2 6 . 5 m 3

天
端コ ン

ク
リ ー

ト 1型  L = 3 0 . 5 m

コ
ン クリ

ー ト
ブ ロ

ッ
ク 積

1型
 4

 
 
 
自

由
勾

配
側

溝
2
型

(
B
4
0
0
x
H
4
0
0
)
L
=
2
4
.
2
m

プ レ
キャ

ス ト管
理 桝

2型

 (φ 3 0 0 )  N = 1箇
所

 管 渠
型 側

溝1 型

(φ
3 0 0 ) L =1 9 . 5 4 m

 管
渠 型

側 溝
1型

(φ 3 0 0 ) L = 2 0 . 0 m
 管

渠 型
側 溝

1型

(φ 3 0 0 ) L = 1 9 . 9 1 m

 管
渠型

側
溝1型

 管
渠

型
側
溝

1型

(φ
3 0 0 ) L = 1 9 . 9 m

 管
渠
型

側
溝

2
型

( φ
30

0)
L=

3
. 8

m

 管 渠型側溝1型

プ
レ キ

ャ ス
ト管

理 桝
2 型

 (φ
3 0 0 )  N = 1箇 所

プ レ
キャ ス

ト 管
理 桝

2型

 ( φ
3 0 0 )  N = 1箇

所
プレ

キ ャ
スト

管 理
桝 2型

 (φ 3 0 0 ) N = 1 箇所

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
管

理
桝

2型

 ( φ
3 0 0 )  N = 1箇

所

プ
レ
キ

ャ
ス

ト
管

理
桝

2
型

 N
= 1

箇
所

プ
レ

キ
ャ

ス
ト
ボ

ッ
ク

ス
1
- 2

型

(
B6

0 0
x
H6

00
)  

 
 L

=4
.7

m

 
 
L
=
4 .

7
m

 プ
レ
キ
ャ
ス
ト
U型

水
路

( B 6 0
0 - H 6 0 0 ) L = 1 6 . 8 m

プレキャスト管理桝2型(φ 3 00 )  N = 1 箇所

プレキャスト接続桝8型N = 1 箇所

( B 3 0 0 x 1 2 00 )  N = 1 箇所

プ レ キ ャ ス ト接 続 桝 3 型

N = 1 箇 所

街渠型側溝2型( B 3 0 0x H 3 0 0 ) L = 13 . 2 m

 管渠型側溝 1型(φ 3 0 0) L = 2 0 . 0m

プレキャスト管理桝2型(φ 3 0 0 )  N= 1 箇所
 管渠型側溝1型(φ 3 0 0 )

L = 12 .0 m

  管渠型側溝 1型(φ 3 00 ) L = 2 1 . 9 m

 街渠型側溝1型(B 3 0 0 x H 1 0 00 )

     L= 1 6 . 1 m

街渠型側溝 1型 ( B 3 0 0
x H1 0 0

0 )

     
   L = 2

5 . 1 m

横断 暗渠 1 型

( B 3 0 0 x H 4 9 0 )

 L = 1 3 . 1 m

 街渠型側溝 3型

( 3 -3 型
～ 3 - 5型 )

( φ3 0 0 ) L
= 1 8 . 2

m
 街渠型側溝 3型

( 3 - 1型
～ 3 - 2 型

)

(φ 3 0 0 ) L
=1 7 . 4 m

プレキャスト管理桝3型

 ( φ3 0 0 )  N
= 1 箇所

排水 管 ( V P φ 3 0 0 )

 L = 2 . 8 m

排 水 管( V P φ 3 0 0 ) L = 2 . 7 m

縁石A型  L =5 5
. 7 m 　縁石 C型  L= 1 . 2

m 　縁石D型  L = 5 .0
m 　縁石E 型 L = 1 .

2 m

　縁石 G型  L= 6 . 9
m 　縁石 H型  L= 0 .6 m 　

縁石P型  L = 1 .
8 m

縁石 A型  L = 2 02 . 0 m 　縁石C型  L = 1. 2 m 　縁石 D型 L = 1 0 . 0 m　縁石 E型 L = 2 . 4 m　縁石 G型  L = 7 . 8 m

表 層
(透 水性

ア ス
コン

)  t = 3 c m  A = 2 1 8 . 5 m 2　 路
盤 (再 生

下 層
路 盤

材 )  t = 1 0 c m  A = 2 1 8 . 5 m 2

透水性 舗装(歩道 舗装：一 般部)

フ
ィ

ル
タ

ー
層

( 砂
) t = 1 0 c m  A = 2 1 8 . 5 m 2

t = 1 0 c m  A = 5 6 . 5 m 2

フ
ィ

ル
タ

ー
層

( 砂
)

表 層
(透 水

性ア
ス コ

ン)  t = 4 c m  A = 5 6 . 5 m 2　
路 盤

( 再
生 下

層路
盤

材)  t = 1 5 c m  A = 5 6 . 5 m 2

透水性舗装 (歩道 舗装：乗入部)

コンクリートブロック基礎1 - 1型 L = 4 3 . 3 m

コンクリートブロック積1型  1  

小型重力式擁壁1型 1  V =1 5 .2 m 3
小型重力式擁壁2型 1  V =5 . 0 m 3

 舗装止

小口止コンクリート2型  N = 1 箇所

 舗 装止L =3 . 1 m

場 所打地 覆 L =5 . 1m

舗 装
止  L = 2 2 . 1 m

大型ブロック基礎 L = 2 6. 5 m

縁 石 L 型L = 0 . 6 m

 管渠型側溝1型(φ 30 0 ) L = 1 7 .3 m
 管渠 型側 溝 1型
( φ 3 0 0 ) L = 8 . 1 m

舗装止 L= 5 4
. 1 m

A
=
2
0
3
0
m
2

R 2  縁石 A型  L = 1 0 6 .2 m 　縁石D型  L = 5 . 0m 　縁石 E型 L = 1 . 2 m 　縁石 P型  L =4 . 2 m

道 路 規 格 第 3 種 3 級

4 0 k m / h

交 通 量 区 分

設 計 C B R 1 2 %

設 計 速 度

N 5 交 通

(車 道 舗 装 : 1 工区 ) 表層：密粒度ギャップアスコン改質I型 ( 13 ) t = 5 c m  A = 2 1 3 0 m 2 基 層 ： 再 生 粗 粒度 アス コ ン ( 2 0 )

t = 5c m  A= 2 0 30 m 2
基層 ：再生粗粒 度アスコン ( 2 0 )

ア スフ ァ ル ト 舗 装

( G p - C - 2 B ) L = 2 4 . 6 m

ガ ード パ イ プ 1 型

基 礎 1 - 4 型  L = 2 7 . 3 m

プ レキ ャ ス ト 防 護 柵

コン クリ ー トブ ロ ッ ク 積 3 型  3コ ンク リ ー ト ブ ロ ッ ク基 礎 3 型  L = 2 5 . 9 mコ ンク リ ー ト ブ ロ ッ ク 積  A= 7 8 . 1 m 2裏 込 材  V = 2 2 . 2 m 3

現 場 打 集 水 桝 1 0 型
    N = 1 箇 所

 プ レ キ ャ ス トU 型 側 溝 4 型

( P U 1 - B 2 4 0 - H 2 4 0 ) L = 2 . 0 m

管 渠 2 型 ( V P φ 3 5 0 )

   L = 5 . 1 5 m

( G p - C - 2 B ) L = 6 . 6 m
ガ ー ドパ イ プ 3 型

 階段 工1 型

N = 1式
 階 段 工 2 型

N = 1 式

 管 渠 3 型 ( V P φ 4 5 0 )

L = 9 . 2 5 m

コンクリート嵩上げ工    L =3 . 9 mコンクリート舗装復旧工    A = 3 . 9 m 2

 転 落 防止 柵 1 型

( H 1 1 0 0 ) L = 6 . 5 m

1 号民地乗入  N = 1 式

プレキャスト接続桝 9型
N = 1 箇所

プ レ キ ャ スト 管 理 桝 2 型 (φ 3 0 0 )  N = 1 箇 所

見 切 壁  L = 2 3 . 5 m
化 粧 ブ ロ ッ ク 復旧 工

L = 1 4 . 9 m

 管 渠 型 側 溝 1 型( φ 3 0 0 ) L = 1 9 . 3 5 m

 管 渠型 側 溝 1 型

( φ 3 0 0 ) L = 4 . 0 m

コンクリートブロック積 A = 2 4 . 3 m 2

コンクリートブロック積2型  2  
コンクリートブロック基礎2型 L = 1 0 . 1m
裏込材  V = 7 . 7m 3天端コンクリート2型  L = 1 0 . 1 m

現場打集水桝2型  N = 1 箇所

現場打集水桝3型   N = 1 箇所

排水管 ( V Pφ 3 0 0 )L = 2 . 9 m

プレキャスト接続桝5型N = 1 箇所

プレキャスト接続桝6型N = 1箇所

縦排水1型
 L =1 . 9 m

現場打集水桝4型N = 1 箇所

プレキャスト管理桝1型( B 3 0 0 x 1 2 00 )  N = 1 箇所

プレキャスト管理桝1型( B 3 0 0x 1 2 0 0 )  N =1 箇所

プレキャスト管理桝1型(B 3 0 0 x 1 20 0 )  N = 1箇所

プレキャスト接続桝4 型N = 1 箇所

 街渠型側溝1型( B 3 0 0 xH 1 00 0 ) L = 1 9 . 9 m

 街渠型側溝1型( B 3 0 0 x H 1 00 0 ) L = 2 2 . 0 m

プレキャスト管理桝1型( B 3 00 x 1 2 0 0 )  N= 1 箇所 街渠型側溝1型(B 3 0 0 x H 10 0 0 ) L = 1 6 . 0m

 街渠型側溝 1型( B 30 0 x H 1 0 0 0 ) L = 16 . 0 m

 街渠型側溝1型( B 3 0 0 xH 1 00 0 ) L = 2 0 . 0 m

 街渠型側溝1型( B3 0 0 x H 1 0 0 0 )     L= 1 6 . 0 m

裏込材 V = 7 0. 6 m 3

コンクリートブロック積 A =1 8 6 . 4 m 2

コンクリートブロック基礎1 - 1型 L = 4 3 . 3 m

コンクリートブロック積1型  1  

天端コンクリート1型  L = 40 . 2 m

小型重力式擁壁1型  2  V =3 0 . 1 m 3
 舗装止
L= 5 . 1 5 m

小口止コンクリート1型  N = 1 箇所

排水管 ( V Pφ 30 0 )  L = 1. 5 m

縁石 A型 L = 2 3 . 45 m
縁 石 M 型 L = 0 . 6 m

縁 石 O 型 L = 0 . 6 m

縁石 N型 L =2 3 .4 5 m
縁 石 P 型 L = 1 . 2 m

縦排水2型 L = 3 .4 m

プレキャストボックス3型 ( B 5 0 0 x H4 00 ) L = 1 . 1m
現場打集水桝5型  N = 1 箇所

コンクリートブロック積 A = 23 . 9 m 2

コンクリートブロック積1型  2  - 2

コンクリートブロック基礎1 - 4型  L = 4 . 9m
裏込材 V= 1 9 . 3 m 3 天端コンクリート1 - 3型  L = 4 . 8 m

コンクリートブロック積 A = 7 4 . 6 m 2

コンクリートブロック積1型  2  - 1

コンクリートブロック基礎1- 1型  L= 2 5 . 1 m
裏込材 V = 2 4 .4 m 3天端コンクリート1- 1型  L= 25 . 1 m

2 5

令和５年度 [第35-D5914-01号]

(一)修善寺天城湯ヶ島線 道路改築工事

(道路拡幅工)

伊 豆市  佐 野  地 内

平面図

 L= 2 0 . 3 m

施 工 延 長 　 　 　 L = 2 9 5 m

   自
由勾配側溝 1 - 1型

( B 3 0 0 x
H 4 0 0 )

L = 2 6.
0 m

  プレキャストU型

( P U 3 - B 3 0 0 - H 3 0 0 )

側 溝 2 型

L = 2 2 . 0 m

プレキャストU型側溝 1型 ( P U 3 - B 30 0 - H 3 0 0)  L = 9 9 . 9 m

盛 土 法面 整 形
A = 1 0 9 m 2

   自由 勾 配 側 溝 1 - 2 型

( B 3 0 0 x H 4 0 0 ) L = 1 8 . 0 m

  プ レ キ ャ ス ト 横 断側 溝 1 型
( 3 0 0 A ) L = 1 8 . 0 m

  ガードパイプ2 型

( G p - C
-3 E ) L

= 4 6 .6
m

  ガ ー ド パ イプ 2 型( G p - C - 3 E ) L = 3 6 . 3 m

現場打集水桝1型    N= 1 箇所

R 3 縁石 A型 L = 6 8 . 2 m 　縁石 D型  L= 5 . 0 m 　縁石 E型  L =1 . 2 m , 縁石P 型 L = 1 . 8m

 管 渠 型 側 溝 1 型( φ 3 0 0 )

L =7 . 2 4 m

水 路 1 型 　 L = 1 0 . 4 3 m

水 路 1 型 L = 2 7 . 8 m

起 点

N O .  2 4 + 1 6 . 5

N
O
.
2
9
+
0
.
5
5

終
点

令和５年度 [第35-D5914-01号]
（一）修善寺天城湯ケ島線道路改築工事（道路拡幅工）

施 工延長 　　　 　　　 　　 　L＝ 84ｍ
コ ンクリ ートブ ロック 積　　 A＝1 5ｍ 2
プレ キャ ストＵ 型側溝 １型　 L＝ 1 3ｍ
プレ キャス トＵ型 側溝 ２型　 L＝1 9ｍ
管渠 型側溝 １型　 　　　 　　L ＝31 ｍ
防護 柵設置 工　　 　　　 　　L ＝19 ｍ

 管
渠

型
側

溝
1型

ガ ー
ド

パ
イプ

1型

( G p - C - 2 B )L = 9 . 0 m

管
渠

1型

プ
レ
キ

ャ
ス

ト
ボ

ッ
ク
ス
1 - 2 型

( B 6 0 0 x H 6 0 0 )  

  L = 3 . 3 m

 プ
レキ

ャ
ス

トU 型
水

路

( B 6 0 0 - H 6 0 0 ) L = 1 3 . 5m

側
溝2 型( P U 3 -

プレキ
ャス

トU 型

B 3 0 0 - H 3 0 0 )

L = 9 . 0 m

施工箇所

至：修善寺

至：下田



2.問題点

県単道路改築事業で全体工事区間Ｌ=520ｍあるうちの最終区間L=100ｍの道路拡幅工事に合わせ、

片側交互通行規制の中で歩道の拡幅と沢からの流水を整備する設計内容であった。

車道拡幅には問題はなかったが、排水ルートの位置が平面図と横断図の整合がとれず使用とする

コンクリート2次製品の材料発注ができない状況であった。

　

また、歩道は、小中学生の通学路でもあり地元住人の日常生活に利用する歩道であった。

歩道は、非常に幅が狭くすれ違いが困難であり、木材の板で簡易的に作れていた歩道であった。

木材ということもあり品質としはあまり良い状態ではなかった。

発注者、地元からは、冬期の霜で足元をすべらせてしまう学生もいたそうで歩道の早期整備も

要望があった。
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汚

汚
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支線柱

量
下水

量

土管φ300

塩ビφ290
量車庫

車庫

Co

As

g

倉庫

Co

Co

石畳

焼却炉

焼却炉

焼却炉

汚

下

汚

土管φ450

土管φ300

汚
汚

土管φ500

下

馬頭観音

84.12

86.96

82.68
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馬頭観音

下

下

名不明

東電  佐野 0090
NTT 梶山支  18

85.98

87.09

91.12

85.28

86.12

88.64

85.30

92.44

84.46

97.44

87.42

85.54

87.41

94.38

20

95.01

88.60

92.48

88.27

93.66

93.44

87.30

96.25

96.16

95.23

89.09

Co

As

Co

As

Co

As

Co

g

塩ビφ200

g

g
建物

看板

汚

汚

汚

汚
M

汚

P3K3

P3K6

P3K7

P3K4

P3P312-1

G3P311-4

G3P313-3

G3P313-2

G3P313-1

83.936

80.119

82.712

90.972

85.750

79.343

92.730

99.187

97.812

KBM-2

H=80.116

KT-1

KT-1-1

KT-1-2

88.462

86.589

95.334

至  天城

8 0 . 7 6 0

7 9 . 5 8 2

i =  1 . 9 0 0 %

L = 6 2 . 0 0 0 m

N O . 2 6

+ 1 8 . 0 0 0

N O . 3 0

Y=40400
X=-

116
300

5

I P- 5

IA  = 39 -14- 40
R  = 6 0.00 0

TL  = 2 1.39 1
CL  = 4 1.09 7

SL  = 3. 6 99

NO.22
NO.23

NO.24
NO.25

NO.26

NO.27

NO.28

NO.29

I P - 5

KE4-

KA4-2

(NO.23+9.206)

BC5
(NO.25

 +4.748)

EC5

(NO.27+5.845)

NO.25

+10.000

NO.26

+12.000
現道すりつ け　 L = 3 5 m

  4 号 取 付 道路

N = 1 式 ( L = 1 3 . 5 m )

転 落 防 止 柵 1 型 ( H 1 1 0 0 ) L = 1 4 . 2 m
転 落防 止 柵 2 型

( H 1 1 0 0 ) L = 1 3 . 2 m

転 落 防 止 柵 2型

( H 1 1 0 0 ) L = 1 6 . 5 m

現 場 打 接 続 桝 1 型

N = 1 箇 所 3 号 民 地乗 入
　 N = 1 式

ガ ー ド パ イ プ 1型

プ レキ ャ ス ト防 護
( G p - C - 2

柵 基礎 2 - 1 型B ) L = 1 0 . 1 m

L = 1 0 . 1 m

5 号 民 地 乗 入
　 N = 1 式6 号 民 地 乗 入
　 N = 1 式

L = 4 2 . 3 m

は 、
定

設計条件

c m  A = 2 0 3 0 m 2

下 層路 盤

上 層 路 盤 : 粒 調 砕 石 ( M 3 0 )  t = 2 5 c m

路 盤 材 ( R C - 4 0 )t = 3 0 c m

プ レ キャストU 型側 溝 1型

( P U 3 - B 3 0 0 -H 3 0 0 ) L = 4 . 7 m

現 場打 接 続桝 5 型

 N = 1 箇所

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 積 4 型  2  

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 積

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 基 礎 4型

裏 込 材  V = 4 . 8 m 3
L = 8 . 7 m

A = 1 6 . 6 m 2

プレ キ ャ ス ト

U型 側 溝 1 型 ( P U 3

- B 3 0 0 - H 3 0 0 )

L = 8 . 1 m プレ キャ ス ト U 型

側 溝 2 型 ( P U 3 -

B 3 0 0 - H 3 0 0 )

L = 1 0 . 0 m

: 再生 下層

A = 2 0 3 0 m 2

現場 打 集水 桝 6型

N = 1 箇所

現場打 集水 桝 7型

N = 1 箇所

現 場打集 水 桝 8型

N = 1 箇 所

現場打 集水桝 9型

N = 1 箇所

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 積 5型

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 基 礎 4型  L = 2 1 . 0 m

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 積  A = 3 2 . 8 m 2 裏 込 材  V = 8 . 7 m 3

ク 基 礎 1 - 1 型  L = 2 9 . 7 m

材  V = 2 6 . 5 m 3

天 端 コ ン ク リ ー ト 1 型  L = 3 0 . 5 m

1 型  4

   自由勾配側 溝 2型

( B 4 0 0 x H 4 0 0 ) L = 2 4 . 2 m

プ レ キ ャ ス ト 管 理 桝 2 型

 ( φ 3 0 0 )  N = 1 箇 所
 管 渠 型 側 溝 1 型

( φ 3 0 0 ) L = 1 9 . 5 4 m
 管 渠 型 側 溝 1 型

(φ 3 0 0 ) L = 2 0 . 0 m
 管 渠 型 側 溝 1 型

( φ 3 0 0 ) L = 1 9 . 9 1 m

 管 渠 型 側 溝 1 型

 管 渠 型 側 溝 1型

( φ 3 0 0 ) L = 1 9 . 9 m
 管 渠型 側溝 2 型

(φ 3 0 0 ) L = 3 . 8 m

プ レ キ ャ ス ト 管 理 桝 2 型

 ( φ 3 0 0 )  N = 1 箇 所
プ レ キ ャ ス ト 管 理 桝 2型

 ( φ 3 0 0 )  N = 1 箇 所
プ レ キ ャ ス ト 管 理 桝 2 型

 ( φ 3 0 0 )  N = 1 箇 所

プ レ キ ャ ス ト管 理 桝 2型

 ( φ 3 0 0 )  N = 1 箇 所

プレ キャス ト管理 桝 2型

 N = 1 箇所

プレ キ ャストボ ックス 1 - 2 型

( B 6 0 0 x H 6 0 0 )  

  L = 4 . 7 m

  L = 4 . 7 m

 プ レキ ャスト U 型水路

( B 6 0 0 - H 6 0 0 ) L = 1 6 . 8 m

表 層 ( 透 水 性 ア ス コ ン )  t = 3 c m  A = 2 1 8 . 5 m 2 　 路 盤 ( 再 生 下 層 路 盤 材 )  t = 1 0 c m  A = 2 1 8 . 5 m 2

歩道 舗 装 ： 一 般 部 )

フ ィ ルタ ー 層 (砂 ) t = 1 0 c m  A = 2 1 8 . 5 m 2

t = 1 0 c m  A = 5 6 . 5 m 2

フ ィ ル タ ー 層 (砂 )

表 層 ( 透 水 性 ア ス コ ン )  t = 4 c m  A = 5 6 . 5 m 2 　 路 盤 ( 再 生 下 層 路 盤 材 )  t = 1 5 c m  A = 5 6 . 5 m 2

道舗 装： 乗入 部 )

3 . 1 m

舗 装 止  L = 2 2 . 1 m

A = 2 0 3 0 m 2
道 路 規 格 第 3 種 3 級

4 0 k m / h

交 通 量 区 分

設 計 C B R 1 2 %

設 計 速 度

N 5 交 通

起 点

N O .  2 4 + 1 6 . 5

NO.29+0.55

終点

令和５年度 [第35-D5914-01号]
（一）修善寺天城湯ケ島線道路改築工事（道路拡幅工）

施工延長　　　　　　　　　L＝84ｍ
コンクリートブロック積　　A＝15ｍ2
プレキャストＵ型側溝１型　L＝13ｍ
プレキャストＵ型側溝２型　L＝19ｍ
管渠型側溝１型　　　　　　L＝31ｍ
防護柵設置工　　　　　　　L＝19ｍ

 管 渠型 側 溝 1 型

ガー ドパイプ 1型

( G p - C - 2 B ) L = 9 . 0 m

管 渠 1型

プ レ キ ャ ス ト ボ ッ ク ス 1 - 2型

( B 6 0 0 x H 6 0 0 )  

  L = 3 . 3 m

 プ レ キ ャ ス ト U型 水 路

( B 6 0 0 - H 6 0 0 ) L = 1 3 . 5 m

側 溝 2 型 ( P U 3 -

プ レ キ ャ ス ト U型
B 3 0 0 - H 3 0 0 )
L = 9 . 0 m

平面図

As
Co Co

歩
道

0 . 9 1 5 % 2 . 0 0 0 %

2 5 0 0

1 0 0 0 0

3 0 0 07 5 0

7 5 0 0

3 0 0 0 7 5 0

9 2 0

1 . 0 0 0 %

8 4 . 5 9 38 4 . 6 6 4
8 4 . 4 8 5

K

1 :
1 .

5

5 0 0

※ 下 水 管

L H = 8 2 . 3 9 01 2 9 3

1 : 0 . 4

26
00

19
90

61
0

( ▽ 8 2 . 7 0 0 )

( ▽ 8 2 . 1 0 0 )

( 3 . 8 2 0 % )

24
42 5 0 0

断面図



3.対策と結果

当初の設計内容、図面の不一致を解決することから内容を発注者へ協議をした。

発注者からの解答は工事監理連絡会にて設計内容を変更することだった。

将来の道路計画をもとに発注者、設計者、受注者の協議の結果、大幅な設計変更となった。

排水ルートを当初設計ルートではなく道路横断してから新設水路を通る排水ルートになり

排水構造物関係の工種が増工することとなった。

　埋設管の調査を試掘をして行い、横断するボックスカルバートに干渉するが、切り回しが

できるという結果であった。現場については、排水構造物は下流からの施工を基本とした

計画の中で材料の納入時期について確認をしたが、道路横断のボックスカルバートについ

ては、道路形状から受注してからの制作ということで時間を費やすこととなった。工期の

ことから再度現場調査をした結果、沢からの流水は上流で分岐できることが判明し、ドライ

の状態を維持できることとなった。雨の日は仕方ないが、通常時に水を遮断できることは

現場をやるうえでは好都合である。
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　ボックスカルバートの制作期間中に沢からの流水は地元ととも調整し施工区域にこない

ように遮断した。現況道路は車道幅員4.5ｍ程度の道路で現況縦断勾配も9パーセントという

ことからすれ違いが困難な道路であった。製品の制作中であったため工程を車道の拡幅を

先行し車道を広げ歩道を整備し歩行者通路を確保した。

着手前 車道、歩道、拡幅完了

車道が拡幅されたことにより片側交互通行時の幅員も余裕のある幅となった。

4.対策と結果

沢水排水の排水構造物は集水桝5基、Ｕ型水路とボックスカルバートであった。

機械選定は、道路幅員、架空線を綱領し0.2ｍ3ＢＨを採用したが、ボックス

カルバートについては、0.25ＢＨで吊り上げ荷重を超える重量であたったため

据付の時は16ｔのラフタークレーンを採用した。

ボックスカルバートは施工延長と角度を資材メーカーと入念に打合せをし、

製品の現場加工がない製品をオーダーし据付を行いました。



　県道車道を横断するボックスカルバートの施工がこの現場での最大の困難な工事であった。

工程は、片側車線ずつの施工であったが均しコンクリートの養生期間について問題であった。

再度、発注者と計画を練り直したところ、交通規制を夜間も規制する事となり工程短縮の為、

普通コンクリートや早強コンクリートでは大幅な養生日数がかかり規制期間も長く

なることからコンクリートを早期交通開放型コンクリート（1ＤＡＹＰＡＶＥ）での施工を提案し、

承諾を得ました。1ＤＡＹＰＡＶＥを使用することにより翌日の据付が可能となり施工日数を実働

4日間短縮でき施工を完了できた。

大雨、台風のときのこの沢は、受口が径300ｍｍしかなく上流からの枝葉が受口に詰まってしまい

流水がオーバーフローし、近隣の方々を毎度悩ませる沢であったが、内空断面が800ｍｍの

新設ボックスカルバートにすることにより、枝葉の詰まりが解消されました。

4.終わりに

車両のすれ違いが困難な道路が広がることにより車両が走りやすくなり、

元々なかった歩道が整備され安心して通行できる道路ができました。

工事期間中は近隣住人のかたにいろいろとお世話になりご協力があったからこそ工事

が無事に進んだと思います。この経験を活かし次の現場でも頑張りたいです。

道路横断 排水ルート


